
西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【五所川原市 防災管理課・土木課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 水害対策に係る防災研修会等の実施【継続】
・五所川原市の流域の住民を対象に、水害対策に係る防災研
修会や避難訓練を実施した。

◇ 水防体制の強化【継続】
・水防団が水防工法訓練及び排水ポンプ取扱訓練を実施し、
水防体制が強化された。

◇ 水害対策に係る防災研修会等の実施【継続】
・五所川原市の流域の住民を対象に、水害対策に係る防災研
修会や避難訓練を実施する。

◇ 水防体制の強化【継続】
・水防団が水防工法訓練及び排水ポンプ取扱訓練を実施し、
水防体制の強化を図る。

◇河道内の雑木伐採・堆積土
砂の撤去の実施【継続】
・支障となる河道内の雑木伐採や
堆積土砂の撤去を実施し流下能力
を確保する。
令和7年度予定：糠塚川
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【中泊町】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 防災ハザードマップの配布【完了】 ◇ 防災訓練の実施【継続】

小泊川洪水浸水想定区域が指定されたことを受け、ハ
ザードマップを作成し、小泊地域全域に配布した。

自主防災体験研修会（県事業）においてハザードマッ
プを活用し、自助・共助の取組強化を図った。

大規模災害に備え、避難行動や避難所運営などについ
て学んでもらうほか、防災意識の向上を目的とし、防災
訓練を実施する。

◇ 各種計画やマニュアルの作成・修正【継続】

受援計画の作成や、災害用備蓄計画の修正などを進め、
実効性の高いマニュアルの整備に取り組む。
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【鰺ヶ沢町 総務課】

【令和６年度までの主な取組内容】

【令和７年度の主な取組予定】

◇ 自主防災体験研修会の実施
・自主防災組織及び町内会を対象に防災に関する知識の習得を目
的とし、県防災アドバイザーの講演、避難所運営をテーマとした
災害図上訓練の実施。

◇ 防災訓練の実施

◇ 防災出前講座・防災教室の実施
・災害についての知識取得及び地域防災力向上のため、防災出前
講座・防災教室（小中学校、高校対象）を実施（出前講座は7回、
防災教室は3回開催） ◇ 防災教室

・地区住民が安心した暮らしができるよう住民と行政の共同によ
る防災力の強化を図るため、防災啓発の一環として、小中学校に
おける防災教室を昨年度に引き続き実施予定

◇ 防災出前講座の実施
・昨年度同様に災害についての知識向上及び地域防災力向上の
ため出前講座を実施予定

・令和6年6月29日、地震、津波
を想定した防災訓練実施。（一
時避難場所への避難）
・令和6年11月15日、県内一斉
に地震、津波を想定した防災訓
練の実施。（一時避難場所への
避難及び住民と共同で避難所設
置訓練）

◇ 防災訓練の実施
・中村川洪水を想定し防災訓練の実施

◇ 鰺ヶ沢町防災講演会の実施

・鰺ヶ沢町と弘前大学の共同研究として令和4年8月豪雨
による中村川の氾濫及び水害の調査結果を踏まえ、今後
の防災対策のついて「令和4年8月豪雨から二年。あの日
中村川では何がおこっていたのか」をテーマに住民を対
象とした弘前大学教授による防災講演会の実施。
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【鰺ヶ沢町 建設水道課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇鰺ヶ沢町内水氾濫対策測量調査設計業務の実施【完了】
令和4年8月9日の大雨により甚大な被害を受けたことを受け、

排水機場の再構築等による内水対策基本設計の実施
・３箇所の排水区設計（駅前排水区・上富田排水区・蒲生排水
区）

◇排水機場の整備【着手】
・上富田排水区（排水機場）の整備
・蒲生排水区の整備（機械設備等の発注、用地買収等）
・駅前排水区の用地買収

蒲生排水区

上富田排水区

駅前排水区

蒲生排水区

上富田排水区

駅前排水区
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【深浦町 総務課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 地域防災計画の見直し【着手・完了】
・地域防災計画の見直し。
（風水害等災害対策編、地震・津波災害対策編、資料編）

◇ 備蓄物資の確保【継続】
・災害に備えた備蓄食品等の補充。

◇ 防災訓練の実施【継続】
・日本海中部地震の日（毎年「５月２６日」）を深浦町防災
の日と定めており、全町一斉の防災訓練を実施。防災関係
機関と住民等の間における連絡協力体制の確立及び防災意
識の高揚を図る。

◇ 防災訓練の実施【継続】
・防災関係機関と住民等の間における連絡協力体制の
確立及び防災意識の高揚を図る。

◇ 備蓄物資の確保【継続】
・災害に備えた備蓄食品等の補充。

◇ ポンプ自動車の更新【着手】
・消防団（水防団）車両の更新。
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【深浦町 建設水道課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

【実施前】

◇氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【継続】
・二級水系普通河川における雑木の伐採
実施箇所（予定）
１ 大童子川水系 ①普通河川サビタコ川

②普通河川石動川

◇氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【着手】
・二級水系普通河川における雑木の伐採 実施箇所
１ 大童子川水系 ①普通河川築棒沢川

②普通河川太田川

① 普通河川築棒沢川

② 普通河川太田川（再検討）

【実施後】

土砂の堆積が多く作業は危険と判断し中止した（今後対策を再検討）

① 普通河川サビタコ川 ② 普通河川石動川

国道101号

大童子川

①

②
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【津軽森林管理署・金木支署】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 国有林の治山対策【継続】
・令和４年８月の豪雨による災害発生個所等において治
山施設を整備。

◇ 国有林の森林整備【継続】
・水源涵養や土砂流出防止等の公益的機能を発揮させる
ため、森林の健全な育成を図る下刈・間伐等の森林整備
を実施。

◇ 国有林の治山対策【継続】
・引き続き、山地災害を抑制する治山施設を整備。

◇ 国有林の森林整備【継続】
・引き続き、森林の健全な育成を図る下刈・間伐等の
森林整備を実施。

谷止工による治山施設整備の状況

荒廃地における治山施設の整備イメージ

下刈の状況
間伐イメージ
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【森林整備センター】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 水源林造成事業地の森林整備【継続】
・水源涵養や土砂流出防止等の公益的機能を発
揮させるため、森林の健全な育成を図る下刈・
間伐等の森林整備を実施。

◇ 水源林造成事業地の森林整備【継続】
・引き続き、森林の健全な育成を図る下刈・間
伐等の森林整備を実施。
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【青森地方気象台】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 防災気象情報の更なる改善の実施【継続】 ◇ 防災気象情報の更なる改善の実施【継続】

広域を対象 府県単位に絞りこみ
（令和４年６月１日～） （令和６年５月２７日～）

気象庁では「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすよ
うな線状降水帯による大雨の可能性がある程度高いことが予想され
た場合に、半日程度前から気象情報において「線状降水帯」という
キーワードを使った「線状降水帯による大雨の半日前程度からの呼
びかけ※」を広域を対象として行ってきたが、令和６年５月２７日から
は府県単位に絞り込んだ運用を開始。

※この呼びかけは、警戒レベル相当情報を補足する解説情報として発表します。

なお、府県単位（青森県を対象）に絞り込んでの呼びかけは、令和６
年８月１１日１１時４４分発表の気象情報にて初めて行われています。 8

・令和６年度末に洪⽔予警報作成システムを更新。それに伴い指定河川洪
⽔予報発表文（PDF形式）のレイアウトが変更される。

・新しい発表文を用いた指定河川洪⽔予報（及び⽔位周知情報）は令
和７年度出⽔期からとなる。
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【農村整備課】

【令和６年度までの主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 水田貯留（田んぼダム）の実施【継続】
・ほ場整備事業により水田の落水口に流出量を抑制するための
流出量調整器具を設置

◇ 水田貯留（田んぼダム）の実施【継続】
・ほ場整備事業により水田の落水口に流出量を抑制するための
流出量調整器具を設置

出典：「田んぼダム」取組マニュアル
の手引き（R6.3）
（青森県農村整備課）

出典：「田んぼダム」取組マニュアル
の手引き（R6.3）

（青森県農村整備課）
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【林政課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】
◇ 森林整備の実施【継続】
・民有林において、補助事業により造林・保育などの森林整備
を推進し、森林の持つ水源かん養機能などの高度発揮を図りま
した。

◇ 治山対策の実施【継続】
・民有林の荒廃した林地に、治山ダムや山腹工などの治山施設
を整備し、保安林の機能を維持・向上させ、土砂の流出を防止
しました。

◇ 森林整備の実施【継続】
・民有林において、補助事業により造林・保育などの森林整備
を推進し、森林の持つ水源かん養機能などの高度発揮を図りま
す。

◇ 治山対策の実施【継続】
・民有林の荒廃した林地に、治山ダムや山腹工などの治山施設
を整備し、保安林の機能を維持・向上させ、土砂の流出を防止
します。
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〇防災教育や防災知識の普及【継続】
・昨年度に引き続き、地域住民へ向け、防災教育の重要
性等を普及啓発するとともに、県で制作した防災教育
活動支援ツールの活用方法等を周知。

・昨年度に引き続き、防災全般に関する出前講座を開催

・市町村の防災課題解決に向けた取組を支援するための
補助制度を新設（自主防災組織の設立促進に係る取組
も補助対象）

・昨年度に引き続き、地域の自主防災組織等で行われる
防災研修・訓練に、希望に応じ防災士を派遣

・昨年度に引き続き、自主防災組織のリーダー等を対象
とする地域防災活動ネットワーク研修会を開催

〇市町村が実施する訓練の支援等【継続】
・昨年度に引き続き、災害対策本部図上訓練を実施
・市町村のハザードマップ作成作業に対し、必要に応じ
て助言等を行う。

〇防災教育や防災知識の普及【継続】
・人口減少社会に対応できる地域防災体制を構築するた

め、教育関係者等の地域住民へ向け、防災教育の重要
性等を普及啓発するとともに、県で制作した防災教育
活動支援ツールの活用方法等を周知。

・防災全般に関する出前講座を開催。

・浸水想定区域内の自主防災組織未設立町会等を対象に、
設立促進及び活動の活発化を重点的に働きかけるため
の研修会を開催。

・防災活動をけん引できる指導者的人財を育成し、課題
や取組を共有してもらうため、地域防災活動ネット
ワーク研修会を開催。

〇市町村が実施する訓練の支援等【継続】
・市町村における風水害対策図上

訓練の企画実施を支援。

西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【防災危機管理課】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な実施内容】
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【西北県土整備事務所】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 既存ダムにおける事前放流【継続】
・計画規模を上回る洪水等が想定された場合に、ダムの利水容
量の一部を洪水の発生前に放流し、洪水調節容量を一時的に
増やす「事前放流」を行う。

◇ 円滑かつ迅速な避難のための取組【継続】
・各種情報提供、水位計（危機管理型水位計）。

◇ 既存ダムにおける事前放流【継続】
・計画規模を上回る洪水等が想定された場合に、ダムの利水容
量の一部を洪水の発生前に放流し、洪水調節容量を一時的に
増やす「事前放流」を行う。

◇ 河道掘削（磯松川・小泊川）【完了】
・洪水流下の支障となる河道内の堆積土砂の撤去。

施工状況 完了

◇ 被害軽減のための取組【継続】
・水防体制の強化（重要水防箇所の合同巡視）。

危機管理型水位計（磯松川）
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西北圏域流域治水協議会

実施内容及び今後の取組予定 【鰺ヶ沢道路河川事業所】

【令和６年度の主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 堤防強化【継続】
・R4.8洪水で溢水した堤防の嵩上や補強の実施
中村川（鯵ヶ沢町）

◇ 治水ハード対策の推進【継続】
・中村川激甚災害対策特別緊急事業

（鯵ヶ沢町）を継続実施
河道掘削・護岸を実施

◇ 土砂洪水氾濫対策の実施【完了】
・R4.8洪水で捕捉した砂防堰堤内の土石や流木の撤去
赤石川８号砂防堰堤（鯵ヶ沢町）

◇ 重要水防箇所の合同巡視【継続】
・水防団、水防管理団体（市町村）及び河川管理者（県）
等による河川の合同巡視を継続実施
・令和７年度は、小童子川、磯崎川（深浦町）を対象に実
施予定

3 500

250 2503 000

500

右岸堤防天端計画高(FH)

路　盤　工：再生砕石RC-40 　 　t=15cm

表　層　工： 5 再生密粒度As20F t= 5cm

堤防天端舗装工

1:2
.0 1:2.0

1:0.5

As

HWL
町道

R4.8洪水溢水 嵩上完了 補強断面

堤外 堤内

土砂流木捕捉 撤去完了

溢水
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